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研究成果の概要（和文）：受講生がスマートフォンやタブレットを利用した電子書籍を利用した環境を前提とす
るならば，対面授業とeラーニングのブレディッド・ラーニングが適切であるという結論に至った。eラーニング
コンテンツは短い動画，PDFそして動画を組み合わせた電子書籍が望ましい。この部分はパッシブ・ラーニング
（受動的学習）と位置づけることにする。
アクティブ・ラーニング（能動的学習）を主体とした対面授業では，受講生-講師間および受講生簡のインタラ
クティブを高めるために，水平投写型電子黒板を開発した。

研究成果の概要（英文）：If students are supposed to use e-books using smart phones and tablets, we 
conclude that blending face-to-face classes and e-learning's classes is appropriate. It is desirable
 for e-learning content to be short videos, PDFs and electronic books that combine short video. I 
will position this part as passive learning.
In face-to-face classes mainly focused on active learning, we developed a horizontal-projection-type
 electronic whiteboard in order to enhance interactivity between students and teachers or among 
students.

研究分野： eラーニング
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
対面授業と e ラーニングはこれまで対立概

念としてとらえられる傾向にあったが，受講
生がスマートフォンやタブレットを利用し
た電子書籍を利用した環境を前提とするな
らば，これまでの講義室内でできなかったよ
うなことができるようになる可能性がある。
そこで(a)教材(ePubあるいはpdf)の作成方法，
(b)受講生-講師間のインタラクティブ性の影
響，(c)受講生が授業で製作した成果物の保存
などに関する問題点を明らかにする。 

 
２．研究の目的 
上記の問題を解決するべく，受講生の学習

履歴を含めたポートフォリオ管理を含めた
電子黒板・タブレット端末連動システム（以
下，本システム）と電子書籍型教材を新たに
構築し，さらに，受講生-講師間のインタラク
ティブを高めるためにシステムを構築する。 
 
３．研究の方法 
以下の５項目を各年度にわたって実行して
いく。 
（１）初年度には管理用 PC サーバを設置し
て，「つぶやき可視化システム Serendipity」，
「電子黒板・電子教科書連動システム」など
を稼働させる。 
（２）受講生端末１０台（ゼミ用教材として
試作する）を用いたシステムを開発する。初
年度には，小型端末を用いて開発する。 
（３）電子書籍型教材開発として電子教科書
を開発する。これは翌年夏まで PDCA サイク
ルを回しながら開発する。 
（４）初年度はゼミ内で試用，翌年度，翌々
年度には学校現場で模擬授業を行う。 
（５）各年度の冬には成果のまとめを行う。 
 
４．研究成果 
本研究を遂行していると以下のような概

念整理をすることにした。 
「一方向的な知識伝達型講義を聴くとい

う（受動的）学習を乗り越える意味での，あ
らゆる能動的な学習のこと」の部分だと考え
る。つまり，受動的な学習（Passive Learning）
が先に存在してそれを乗り越えるものとす
る。研究代表者はパッシブ・ラーニングを以
下のように定義することにする． 
「学習者がインストラクター（人またはシ

ステム）からフィードバックを得られないよ
うな学習形態」。こう定義すると，アクティ
ブ・ラーニングは 
「学習者がインストラクター（人またはシ

ステム）からフィードバックを得られるよう
な学習形態」 
と定義するといいと考えるようになった．

必ずしも集合授業である必要もなく，教師と
受講生が１：１でも個人授業/個人学習によ
るアクティブ・ラーニングと定義することが
可能であろう． 
ここに基本的なポイントがある。インスト

ラクターからのフィードバックのないパッ
シブ・ラーニングでは，一体誰がアクティブ
なのかと言えば，インストラクターつまり教
師である．これまで学習者が受動的であった
というであり，教授者が能動的だったのであ
る。教授者中心の教育（Teacher Centered 
Eeducation）を学習者中心の教育（Learner 
Centered Education）へ転換するということ
が，アクティブ・ラーニングの本質的な意味
であろう。これまで，世界の教育は日本も含
めて教授者中心の教育観が主流であった。こ
れを学習者中心の教育に置き換えるという
のが，最も核心的なアクティブ・ラーニング
のあるべき姿なのであろう。 
研究代表者は，マクセル株式会社および一

般社団法人野菜プラネット協会と産学連携
で共同開発した「机上投写型電子黒板システ
ム」を開発した。このシステムは，机上に投
影した映像を，インターネットを経由し多地
点で共有して授業を進めるもので，教材のコ
ンテンツをその場で再生できるのはもちろ
ん，その映像に手で直接書き込めるほか，授
業の進行も逐一クラウドに蓄積されていく
もので，e ラーニングへの応用に大きな可能
性を秘めた最新のシステムとなった。 
 机上型の特性を活かし学生はお互いに顔
を見合わせて話し合を行い，まとめた提案を
その場で書き込んで提示し，遠隔地の教室の
学生と意見を交わしながら学習を進めるこ
とができる。 
 理論的には，対面授業はアクティブ・ラー
ニング，e ラーニングはパッシブ・ラーニン
グの中核をなすと位置づけるになった。 
 
 

 
図 開発中の机上(水平)投写型電子黒板で
アクティブ・ラーニング（協調学習）を行う
様子 
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